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３
月
、
４
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
証
明
書
の
発
行
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特
に
、
休
日
の
前
後
や
昼
休
み
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
ほ
か
の

時
間
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
待
ち

時
間
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

３
月
14
日
b
〜
25
日
f
と
４
月
４
日
b

〜
15
日
f
の
間
、
市
民
係
、
国
民
年
金
係
、

国
保
係
の
窓
口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し

ま
す
。
窓
口
延
長
は
、
対
応
す
る
職
員
が

少
な
く
な
る
た
め
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
３
月
28
日
B
〜
４
月
１
日
F
は
合
併
に

伴
う
機
器
の
切
替
え
作
業
の
た
め
、
午

後
５
時
15
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
期
間
以
外
は
午
後
６
時
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
。

延
長
窓
口
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
、
離
婚
届
、

戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
証
明
の
交
付

な
ど

転
入
届
、
転
出
届
、
転
居
届
、
世
帯
主
変

更
届
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
な
ど

印
鑑
登
録
・
印
鑑
登
録
証
明
発
行

出
生
届
、
死
亡
届
、
転
入
・
転
出
・
転
居

届
に
伴
う
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
及

び
国
民
年
金
の
各
種
申
請
受
付

出
生
届
、
死
亡
届
、
転
入
・
転
出
・
転
居

届
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
申
請

受
付情

報
館
で
は
、
市
役
所
が
閉
庁
す
る
土
・

日
曜
日
と
祝
日
に
、
市
民
生
活
に
密
着
し

た
４
種
類
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
情
報
館
　
１
階
西
側
カ
ウ
ン
タ
ー

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

年
度
末
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

届
出
は
お
早
め
に

もうすぐ春です。
国民年金の手続きは
お済みですか

2
住
民
基
本
台
帳
事
務

3
印
鑑
証
明
発
行
事
務

4
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
事
務

5
外
国
人
登
録
事
務

情
報
館
で
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
証
明
書

発
行
業
務
を
実
施
中

■
受
付
・
発
行
場
所

■
受
付
時
間

■
発
行
で
き
る
証
明
書
と

発
行
手
数
料

6
国
民
年
金
係
関
係
用
務

7
国
民
健
康
保
険
関
係
用
務

経済的理由や災害で保険料の納付が困難な場合は、

申請免除の制度があります。未納のままにしておかず、

国民年金係まで相談においでください。

免除制度には、全額免除と半額免除があります。ま

た、免除を受けた期間は、年金受給に必要な資格期間

（25年）に含まれます。

一般に学生は所得がないため、保険料を自分で納め

ることが困難です。学生納付特例を申請することによ

って、納付が卒業まで猶予されます。

この期間は年金の資格期間に含まれますが、年金額

には反映されません。10年以内に追納すると、通常

に納付したのと同じ扱いになります。

国民年金保険料の収納業務は、市では行っていませ

ん。口座振替または社会保険庁から届く納付書で金融

機関・郵便局・コンビニエンスストアなどで納付して

ください。

国民年金には、20歳から60歳になるまでのすべて

の人が加入します。学生も加入が義務づけられていま

す。老後の老齢基礎年金はもちろん、万一の病気やケ

ガなどで障害が残った場合にも、障害基礎年金が支給

される制度もあります。老後はまだ先のことと考えず

に、若いうちから備えましょう。

学生は国民年金の第１号被保険者になっています

が、就職して厚生年金や共済組合などに加入した場合

は、第２号被保険者になるため、住所地の国民年金係

への届けが必要です。■届出に必要なもの＝年金手

帳・就職先からの健康保険証

口座振替を利用すると、納める手間が省けるだけで

なく、納め忘れもなくなります。また、保険料の割引

制度もあります。■手続き＝預貯金口座のある金融機

関・郵便局の窓口でお願いします■手続きに必要なも

の＝年金手帳・預貯金通帳・印鑑（通帳使用印）

国民年金のスタートは20歳から

就職したら届出を

保険料免除制度の活用を

学生納付特例制度の活用を

■問合せ＝市民生活課国民年金係　1757－3111（内線151）

窓
口
延
長
を
行
い
ま
す

保険料の納付
口座振替をご利用ください

転
居
シ
ー
ズ
ン
は
、
水
道
の
再
開
始
・

休
止
に
伴
う
料
金
精
算
な
ど
の
申
込
み
が

増
え
ま
す
。
転
居
日
が
決
ま
っ
た
ら
、
５

日
前
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
水
道
局

1
７
５
７
│
３
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

水
道
局
へ
の

申
込
み
は

５
日
前
ま
で
に

市
役
所
窓
口

市
役
所
窓
口

①
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
（
謄
本
）

【
一
通
４
５
０
円
】

②
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
（
抄
本
）

【
一
通
４
５
０
円
】

③
住
民
票
の
写
し
　
　【
一
通
３
０
０
円
】

④
印
鑑
登
録
証
明
書
　【
一
通
３
０
０
円
】

※
印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る
人
は
、

必
ず
印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
な
い
と
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

今
年
も
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
転
出
日
・
転

出
先
が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
皆
さ
ん

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
こ
た
え
す
る
た
め
に
、
市
民
生
活
課
市
民
係
で
は
こ
の

期
間
窓
口
業
務
を
延
長
す
る
ほ
か
、
情
報
館
で
は
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
各
種

証
明
書
の
発
行
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問合せ＝
市民生活課市民係

1757-3111
（内線153）

1
戸
籍
事
務

手
続
き
は
市
役
所
窓
口
と
同
じ
で
す
。

各
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、
受
付
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
延
長
の
業
務
内
容



下
水
道
は
、
河
川
や
農
業
用
水
路
の
水

質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
を
担
う
重
要

な
施
設
で
す
。
こ
の
た
め
、
毎
年
多
額
の

投
資
を
行
い
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
整
備
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
で
は
、「
３
年
以
内
に
汲

み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
の
皆
さ
ん
は

一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

浄
化
槽
に
は
、
単
独
浄
化
槽
と
合
併
浄

化
槽
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
単
独
浄
化

槽
は
、
ト
イ
レ
の
排
水
し
か
処
理
し
な
い

た
め
、
環
境
汚
染
の
原
因
で
あ
る
台
所
・

風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排
水
は
未
処
理
の
ま

ま
河
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

河
川
や
農
業
用
水
路
の
水
質
は
悪
化
し
ま

す
。
一
日
も
早
く
下
水
道
や
合
併
浄
化
槽

へ
の
つ
な
ぎ
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
管
の
修
理
・
清
掃
や
、
処
理
場
で

汚
水
を
処
理
し
き
れ
い
な
水
に
還
元
す
る

費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
使
用
し
た

水
の
量
に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
金
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
料
金
は
、
水
を
た
く
さ
ん
使
う
ほ

ど
割
高
に
な
る
累
進
使
用
料
金
方
式
を
採

用
し
、
平
成
３
年
４
月
以
降
14
年
間
据
え

置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
17
年
４

月
１
日
よ
り
、
合
併
に
伴
う
使
用
料
金
の

統
一
と
下
水
道
経
営
の
安
定
化
を
目
標
に
、

基
本
料
金
（
１
か
月
あ
た
り
）
10
k
ま
で

は
据
え
置
き
の
１
、
４
５
０
円
、
そ
れ
以

上
の
各
水
量
区
分
で
５
円
値
上
げ
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
計
画
区
域
で
、
お
お
む
ね
３
年

以
内
に
下
水
道
が
完
備
さ
れ
る
予
定
の
区

域
で
、
住
宅
の
新
築
・
改
築
な
ど
を
す
る

人
に
、
市
が
無
償
で
浄
化
槽
を
貸
し
付
け

ま
す
。
借
用
す
る
人
は
、
浄
化
槽
設
置
工

事
と
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、
下
水
道
区

域
と
同
様
に
使
用
料
金
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
下
水
道
が
完
備
し
た
ら
、
す
み

や
か
に
下
水
道
へ
つ
な
ぎ
替
え
、
浄
化
槽

を
市
に
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
施
設
管
理
係
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
貸

付

利

率
　
２
・
０
％

・
貸
付
限
度
額
　
１
０
０
万
円

・
返

済

期

間
　
60
か
月
（
最
長
）

利
用
を
考
え
て
い
る
人
は
、
下
水
道
課

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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下
水
道
つ
な
げ
て
得
よ
う
快
適
さ

３
年
以
内
の
接
続
を

浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ

下
水
道
使
用
料

下
水
道
接
続
工
事
の
際
の

融
資
制
度

浄
化
槽
貸
付
事
業

市
が
合
併
処
理
浄
化
槽
で
整
備
す
る
区

域
（
49
集
落
）
で
、
市
が
浄
化
槽
の
設
置

と
維
持
管
理
を
行
う
事
業
で
す
。
受
益
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
設
置
分
担
金
と
下
水
道

同
様
に
使
用
料
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、
合
併
浄
化
槽
を
使
っ

て
い
る
人
の
浄
化
槽
も
市
で
維
持
管
理
を

し
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備

事
業
（
個
排
事
業
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問合せ　下水道課施設監理係　1 7 5 2 - 7 4 4 1

下水道の利用状況 （17年1月31日現在）

処 理 分 区 利用可能棟数 利用棟数 継込率
（％）

前年同期
（％）

中央第１（川治川～田
川間でJRより東側）

中央第２（川治川～田
川間でJRより西側）

川治（羽根川～川治川
で東側は中村の一部）

新座大井田

南部（羽根川～中里村
境まで）

中部（江道・猿倉）

北部（下大井田川～飛渡
川の間で市之沢まで）

左　岸（姿、安養寺）

吉田北部（稲葉、山谷、
小泉、樽沢）

鐙　島（鐙坂、高島）

下　条

49集落

公
共
下
水
道

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

農
業
集
落
排
水

合　　　計

合
併
浄
化
槽

2,609

1,808

1,208

1,763

1,357

75

257

34

389

368

910

10,778

667 126 18.9

2,545

1,698

1,051

1,069

852

35

119

15

362

276

320

8,341

97.5

93.9

87.0

60.6

62.8

46.7

46.3

44.1

92.8

75.0

35.2

77.4

97.3

93.7

85.7

56.2

61.2

38.2

32.6

100.0

92.0

72.3

23.8

76.2

※左岸地区は、昨年の利用可能棟数10棟に対し、10棟が利用

新
生
十
日
町
市
の
概
要
や
行
政
組
織
、

各
課
・
係
な
ど
の
業
務
内
容
、
行
政
区
一

覧
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
主
な
公
共
施

設
や
そ
の
電
話
番
号
な
ど
を
掲
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
の

市
報
と
い
っ
し
ょ
に
全
戸
に
配
付
し
ま
す
。

歳
出
・
歳
入
と
も
約
６
億
５
、
０
０
０

新
・
十
日
町
市
誕
生
ま
で

あ

と

22

日

第９回十日町広域圏
合併協議会

第９回十日町広域圏合併協議会が３月４日F、松之山町自然休養村センター

で開催されました。最終となる今回は、合併協議会の収支決算見込みや合併後

約３か月間のスケジュールなどを協議し、すべてを終了しました。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

合
併
協
議
会
の

会
計
決
算
見
込
み

新
市
の
市
長
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
を

は
じ
め
、
合
併
後
４
か
月
程
度
の
主
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
の

主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
市
町
村
合
併
に
伴
う
十
日
町
市
長
選

挙
及
び
十
日
町
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
の
第
１
候
補
が
５
月
１
日
a
（
４

月
24
日
a
告
示
）
に
な
り
ま
し
た
。
２
月

18
日
f
の
５
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
会
議
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
初
、
１
月
17
日
b
の
会
議
で
は
、
震

災
や
豪
雪
に
伴
う
春
の
融
雪
災
害
の
影
響

◆
問
合
せ
　
合
併
推
進
課

1
７
５
７
│
３
１
１
１

（
内
線
２
１
８
）

第９回十日町広域圏
合併協議会

が
比
較
的
少
な
い
と
思
わ
れ
る
５
月
15
日

a
を
第
１
候
補
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
農
繁
期
で
あ
る
こ
と
や
、
今
年
は
特

に
震
災
に
よ
る
農
地
の
補
修
な
ど
が
重
な

る
こ
と
な
ど
が
考
慮
さ
れ
、
第
１
候
補
の

期
日
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

正
式
な
投
票
日
は
、
合
併
後
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

新
市
の
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
は
、
５
月
１
日(

日)

を
予
定

市町村合併に伴う市長及び市議会

議員選挙の立候補予定者説明会を開

催します。立候補にあたっての必要

な手続きを説明します。立候補予定

者や代理人など関係者は出席してく

ださい。

市長選挙

日時 ４月４日b午後１時30分～

会場 保健センター

市議会議員選挙

日時 ４月５日c午後１時30分～

会場 クロス10

※会場の都合により、市議選説明

会の出席者は１候補者につき２

人までとします。

問合せ　市選挙管理委員会
1757-3111（内線228）

５月１日（日）執行予定
十日町市長選挙及び

十日町市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会

合
併
協
議
会
の
解
散

合
併
協
議
会
は
予
定
さ
れ
た
す
べ
て
の

協
議
を
終
了
し
た
た
め
、
３
月
31
日
で
解

万
円
と
す
る
合
併
協
議
会
の
16
年
度
会
計

決
算
見
込
み
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

散
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
８
日
c
の
市
議
会
で
は
、
廃
止
議

案
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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米
に
限
ら
ず
、
商
品
の
過
剰
供
給
は
価

格
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
作
り
た
い
」
と
い
う
願
望

で
過
剰
生
産
を
続
け
て
い
け
ば
、
所
得
の

減
少
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
直
面
す
る
の

は
生
産
者
自
身
で
す
。

そ
こ
で
、
計
画
的
な
米
の
生
産
を
行
う

た
め
に
、
市
で
は
農
業
者
団
体
・
関
係
機

関
と
一
体
と
な
っ
て
生
産
調
整
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
16
年
産
か
ら
は
、

売
れ
る
米
の
需
要
に
応
じ
た
生
産
数
量
調

整
を
開
始
し
、
休
む
面
積
か
ら
作
れ
る
面

積
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
17
年
産
の
米
の
生
産
目
標
数
量

と
生
産
目
標
面
積
を
配
分
し
ま
す
。

国
は
、
17
年
産
の
米
の
生
産
目
標
数
量

を
全
国
で
８
５
１
万
ト
ン
と
し
、
国
か
ら

新
潟
県
へ
59
万
２
、
８
１
０
ト
ン
（
前
年

比
０
・
９
％
増
）
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
生
産
目
標
が
前
年
比
で
６
万
ト
ン

減
少
し
、
ほ
と
ん
ど
の
都
府
県
で
減
少
し

た
中
で
、
増
加
し
た
の
は
本
県
を
含
む
８

県
の
み
で
し
た
。

県
と
県
農
協
中
央
会
は
、
①
需
要
実
績

②
品
質
の
状
況
③
実
需
者
と
の
結
び
つ
き

④
担
い
手
の
状
況
⑤
環
境
保
全
型
農
業
の

状
況
⑥
中
山
間
地
域
対
策
の
６
項
目
の
要

素
か
ら
県
下
の
市
町
村
の
生
産
目
標
数
量

を
決
定
し
、
配
分
し
ま
し
た
。

県
か
ら
配
分
さ
れ
た
十
日
町
市
の
17
年

産
米
の
生
産
目
標
数
量
は
８
、
６
６
３
・

43
ト
ン
（
前
年
比
０
・
７
％
増
）
で
す
。

※
こ
の
生
産
目
標
数
量
に
は
、
食
品
製
造

業
と
の
契
約
に
よ
る
結
び
つ
き
枠
８
・

19
ト
ン
と
出
入
作
調
整
分
７
・
19
ト
ン

が
含
ま
れ
る
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
に

配
分
で
き
る
の
は
８
、
６
４
７
・
95
ト

ン
で
す
。

17
年
産
米
の
配
分
は
、
昨
年
度
同
様
４

段
階
の
傾
斜
配
分
で
行
い
ま
す
。
平
場
と

山
間
地
の
単
収
の
違
い
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
や
、
16
年
産
米
か
ら
数
量
に

よ
る
配
分
に
な
り
、
ま
す
ま
す
単
収
の
違

い
に
よ
る
不
公
平
感
の
是
正
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
た
め
で
す
。
そ
こ
で
、

16
年
産
米
か
ら
市
農
業
委
員
会
の
標
準
小

作
料
等
級
別
適
用
地
域
を
基
に
、
基
準
配

分
率
に
補
正
係
数
を
乗
じ
た
４
段
階
の
傾

斜
配
分
を
し
ま
す
。

生
産
調
整
の
実
施
は
、
次
の
制
度
に
取

り
組
む
た
め
の
要
件
に
も
な
り
ま
す
。
①

集
荷
円
滑
化
対
策
②
稲
作
所
得
基
盤
確
保

対
策
③
担
い
手
経
営
安
定
対
策
④
水
田
農

業
構
造
改
革
交
付
金
（
産
地
づ
く
り
交
付

金
）
⑤
そ
の
ほ
か
各
補
助
事
業
な
ど

売
れ
る
米
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
魚
沼

米
と
し
て
の
安
全
・
安
心
・
高
品
質
・
良

食
味
米
の
維
持
と
一
等
米
比
率
95
％
以
上

を
目
標
に
、
十
日
町
農
業
協
同
組
合
が
主

体
と
な
っ
て
栽
培
履
歴
が
わ
か
る
米
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

一
方
で
は
、
米
だ
け
に
依
存
し
た
経
営

体
質
を
改
善
す
る
た
め
に
も
、
国
の
水
田

農
業
構
造
改
革
交
付
金
（
産
地
づ
く
り
対

策
）
を
活
用
し
、
日
本
一
の
農
業
産
地
を

目
指
し
ま
す
。
振
興
作
物
（
大
豆
・
そ
ば
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
中
玉
ト
マ
ト
、
な
す
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草
、
切
花
ユ
リ
）

の
普
及
拡
大
を
図
り
、
魚
沼
米
と
の
複
合

経
営
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

17
年
産
の
米
の
生
産
調
整
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
各
種
助
成
制
度
な
ど
を
最
大

限
活
用
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問合せ＝農林課水田農業支援係　1７５７－３１１１（内線３３３）

17
年
産
の
米
の
生
産
調
整

17
年
産
の
米
の
生
産
調
整

平
成
16
年
産
の
米
の
生
産
調
整
は
、
市
全
体
で
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

17
年
産
の
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、
十
日
町
市
の
取

り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生産者のための

生産調整

配分率は

４段階

産地間競争を

勝ち抜くために

国から県へ、

県から市への

配分は微増

17年産米の生産目標数量

生産目標数量は、主食用水稲の値　　（ ）内は前年比増減率

国

新　潟　県

十 日 町 市

17年産米

851万トン

59万2,810トン

8,663.43トン

16年産米

857万トン

58万7,320トン

8,594.45トン

増　　　減

－６万トン（－0.7％）

5,490トン（0.9％）

68.98トン（0.7％）

十日町市の17年産米の生産目標数量　配分率

田１級地

田２級地

田３級地

田４級地

９１

１６

２７

２３

７３．２％

７４．３％

７５．１％

７５．２％

７２．８％

７３．９％

７４．７％

７５．０％

16年産配分率
（水張面積対比）

17年産配分率
（水張面積対比）

増　減
対　象
農区数

市農業委員会
標準小作料等級

0.4％0.4％

0.4％

0.2％
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の
家
で
す
る
よ
う
に
し
つ
け
、
他
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
子
犬
を
飼
い
は
じ
め
た
人
は
、
次

の
こ
と
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

①
食
後
、
ふ
ん
を
さ
せ
た
い
場
所
に
し
ば

ら
く
つ
な
い
で
お
く
。

②
そ
知
ら
ぬ
そ
ぶ
り
で
様
子
を
う
か
が
い

ふ
ん
を
し
た
ら
す
か
さ
ず
ほ
め
る
。

③
ふ
ん
を
し
た
あ
と
散
歩
に
連
れ
出
す
。

■
散
歩
の
と
き
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ち
り
紙
、
ス
コ
ッ
プ
、

ふ
ん
取
り
器
な
ど
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
ん
は
家
ま
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
し
っ
こ
に
も
注
意

ア
ー
ケ
ー
ド
の
柱
に
お
し
っ
こ
を
か
け

る
犬
が
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
サ
ビ
が
発
生

し
、
柱
の
寿
命
が
短
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
柱
へ
は
、
極
力
お
し
っ
こ
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
お
し
っ

こ
を
か
け
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
携
帯
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
な
ど
で
洗
い
流
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
は
特
に
注
意
を

毎
年
春
に
行
わ
れ
る
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
に
は
、
た
く
さ
ん
の
犬
が
会
場
に
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
場
で
ふ
ん
や
お
し
っ

こ
を
さ
せ
て
放
置
す
る
と
、
ほ
か
の
犬
が

興
奮
し
た
り
、
踏
み
散
ら
か
し
た
り
し
て

大
変
で
す
。
必
ず
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
住
み
よ
い
郷
土
推
進
協
会
は

合
併
に
よ
り
４
月
１
日
か
ら
十
日
町
市
環

境
衛
生
推
進
協
議
会
十
日
町
分
会
に
、
ま

た
衛
生
組
合
長
は
環
境
衛
生
推
進
員
に
名

称
を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
環
境
衛
生
推

進
員
は
会
員
代
表
と
し
て
代
表
者
会
議
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
年
会
費
（
１

世
帯
１
５
０
円
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
義
務
を
定
め
た
京
都
議
定
書

が
、
採
択
か
ら
７
年
を
経
て
発
効
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
具
体
的
な
行
動
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
庭
・
学

校
・
会
社
・
地
域
社
会
で
、
今
す
ぐ
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
今
す
ぐ
で
き
る
対
策

①
家
族
団
ら
ん
は
同
じ
部
屋
で
し
ま
し
ょ

う
。
冷
暖
房
や
照
明
の
節
約
に
な
り
ま

す
。
１
世
帯
あ
た
り
１
年
間
に
二
酸
化

炭
素
２
４
０
㎏
の
削
減
で
、
１
万
１
、

０
０
０
円
程
度
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

②
も
の
を
買
う
と
き
は
必
要
か
ど
う
か
を

考
え
、
購
入
す
る
と
き
は
エ
コ
マ
ー
ク

や
省
エ
ネ
性
マ
ー
ク
な
ど
の
つ
い
た
環

境
に
優
し
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
環
境
省
が
募
集
し
て
い
る
「
我
が
家
の

環
境
大
臣
」
に
登
録
し
、
エ
コ
生
活
度

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
エ
コ
ラ
イ
フ
に
関

す
る
情
報
を
得
た
り
し
ま
し
ょ
う

（h
ttp
://e
co
fa
m
ily
.g
o
o
.n
e
.jp

）。

分
別
品
目
ご
と
に
収
集
日
を
並
べ
替
え

た
17
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し

た
。
希
望
者
は
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

へ
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
２
月
ま
で
に
、
生
活
環
境
係

に
寄
せ
ら
れ
た
環
境
に
関
す
る
苦
情
は
、

90
件
で
し
た
。
中
で
も
多
い
の
が
野
焼
き

に
関
す
る
も
の
で
、
大
気
に
関
す
る
苦
情

29
件
の
う
ち
26
件
を
占
め
て
い
ま
す
。
野

焼
き
は
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
違
反
す
る
と
「
３
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。
野
焼
き
は
煙
や
臭
い
で

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
の
で
、
や
め

ま
し
ょ
う
。

２
番
目
に
多
い
の
が
水
質
に
関
す
る
苦

情
で
す
。
大
半
が
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の

給
油
中
に
、
目
を
離
し
た
た
め
に
起
っ
た

油
漏
れ
で
す
。
油
漏
れ
を
起
こ
す
と
、
河

川
へ
油
が
流
失
し
、
下
流
の
住
民
に
迷
惑

を
か
け
ま
す
。
給
油
中
の
う
っ
か
り
ミ
ス

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
有
料
化
に
伴
い
、
13
年
度
か
ら

不
法
投
棄
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。
家
庭
ご
み
の
ほ
か
、
家
具
・
ふ
と
ん

な
ど
の
粗
大
ご
み
、
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
が
捨

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
は
ル
ー
ル
に
従

っ
て
分
別
し
、
収
集
日
に
ク
リ
ー
ン
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
す
か
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
自
己
搬
入
し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
の
と
き
、
犬
の
ふ
ん
の
始
末
を
ど

う
し
て
い
ま
す
か
？
犬
の
ふ
ん
が
道
端
に

あ
っ
て
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

犬
が
好
き
な
人
で
も
、
放
置
さ
れ
た
犬

の
ふ
ん
は
見
て
い
て
気
持
ち
の
い
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
っ
て
い
な
い

ま
た
は
犬
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て
は
更
に

不
快
で
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
責
任

を
持
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

■
し
　
つ
　
け

部
屋
の
中
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
、
屋
外

に
つ
な
い
で
い
る
犬
も
、
最
初
の
し
つ
け

が
肝
心
で
す
。
ふ
ん
や
お
し
っ
こ
は
自
分

十
日
町
市
住
み
よ
い
郷
土
推
進
協
会
で
は
、
多
く
の
市
民
の
理
解
と

協
力
に
支
え
ら
れ
、
環
境
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い

環
境
を
つ
く
る
の
も
、
壊
す
の
も
こ
こ
に
住
む
人
の
マ
ナ
ー
ひ
と
つ
。

き
ま
り
を
守
り
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

住
み
よ
い
郷
土
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
か
ら�

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助
事
業

補
助
額

購
入
金
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
、

２
分
の
１
を
補
助
（
上
限
３
、
０
０
０

円
）。
１
万
円
を
超
え
る
場
合
、
３
分
の

１
を
補
助
（
上
限
３
万
円
）。

購
入
期
間

４
月
１
日
〜
18
年
３
月
31
日

申
請
方
法

こ
れ
ま
で
販
売
店
が
購
入
者
の
委
任

を
受
け
て
代
理
で
補
助
申
請
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
購
入
者
本

人
が
購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
購
入
者
が
全
額
を
支
払
っ
た
後
、
指

定
口
座
に
補
助
金
を
振
り
込
み
ま
す

ご
み
集
積
庫
設
置
補
助
事
業

１
か
所
５
万
円
以
上
の
施
設
が
対
象

で
す
。
補
助
率
を
２
分
の
１
（
こ
れ
ま

で
30
％
）
に
、
上
限
を
７
万
円
（
こ
れ

ま
で
４
万
５
、
０
０
０
円
）
に
変
更
し

ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動

環
境
美
化
に
取
り
組
む
団
体
に
花
の

苗
を
支
給
し
ま
す
。
希
望
団
体
は
４
月

28
日
e
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
（
４
月

か
ら
は
都
市
計
画
課
）
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

給
油
ミ
ス
に
注
意
！

各
種
補
助
事
業
の

お
知
ら
せ

◆問合せ

市民生活課生活環境係

1757-3111（内線157）

や
め
よ
う
！
野
焼
き

や
め
よ
う
！
不
法
投
棄

十日町市住みよい郷土推進協会

平成16年度　 事業経過報告

年間活動　■環境衛生用消毒機械・側溝ふた上げ機の貸し出し
■不法投棄禁止啓発看板配付
■花いっぱい運動の推進

実施期日 内　　　　容

衛生組合長（住み郷代表者）会議

環境パトロール

春のクリーン作戦参加

ポイ捨て禁止啓発看板設置

道路清掃委託開始

会　場　等

市民会館

八箇パーキングほか

八箇パーキング

八箇パーキング

太田島、八箇、中条市之沢

県地区衛生組織連合会中魚十日町支部
評議員会参加

ラポート十日町

環境パトロール・ポイ捨て禁止街頭啓発
活動

市内一円

県地区衛生組織連合会中魚十日町支部
指導者研修会参加

環境フェア第１回実行委員会参加

ガン征圧新潟県大会参加

住み郷だより発行

ポイ捨て禁止啓発看板撤去

県衛連だより配付

道路清掃委託終了

三役会議

道路清掃委託終了

市役所

新潟市

全世帯

新光寺パーキングほか

太田島、八箇、中条市之沢

衛生組合長

キナーレ

赤星たみこ氏環境講演会
「ズボラでもできるエコロジー」協賛

クロス10

クロス10

環境フェア参加

八箇パーキングほか

保健センター

県地区衛生組織連合会魚沼ブロック
合同研修会参加

県地区衛生組織連合会中魚十日町支部
健康教室

住み郷だより発行

役員会

全世帯

保健センター

ラポート十日町

合
併
に
よ
り
名
称
変
更

京
都
議
定
書
が
発
効

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
配
付前住み郷副会長の根津龍雄さん（中町・85歳）が

健康づくり県民大会で知事表彰を受賞しました。

大 気

水 質

不 法 投 棄

悪 臭

騒 音

土 壌

そ の 他

合 計

29

19

17

5

3

1

16

90

苦情の内容 件数

4.11

4.21

4.29

4.30

5.1

5.26

6.28

8.20

9.10

9.10

9.17

10.3

10.5～6

10.22

10.31

11.9

11.17

11.30

2.7

3.9

3.10

3月下旬

栃木県茂木町ほか

表彰
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スポーツによるまちづくりシンポジウムが２月26日gにクロス10

で開催され、市内外からスポーツ関係者など約200人が参加しました。

十日町市は、サッカーワールドカップクロアチアキャンプが評価され、

国際的スポーツイベントにかかわった地域の住民や行政、民間団体が

一体となって地域づくりを目指す国のモデル地区に今年度選ばれてお

り、シンポジウムはその一環で行われたものです。当日は、日本政策

投資銀行総合企画部長の薄井充裕さんと内閣府地域再生推進室副室長

の御園慎一郎さんが「地域再生」をキーワードに基調講演を行いまし

た。続いて「スポーツによるまちづくりとは」をテーマにパネルディ

スカッションが行われ、会場を交えて活発な意見交換がなされました。

市社会福祉協議会（西野幸雄会長）が町内を通じてお願い

していたスマトラ島沖地震津波災害支援・復興義援金がまと

まり３月７日b、市役所で贈呈式が行われました。贈呈され

たのは、１月中旬から２月末日までに呼び掛けに応じて寄せ

られた市民の善意、1,427,721円です。西野会長から目録が

日本赤十字社新潟県支部十日町市地区長の滝沢市長へと手渡

されました。滝沢地区長は「中越大震災後まもなくのスマト

ラ島沖地震。全国からいただいた支援の何分の１でもと声を

かけた。予想以上に集まりありがたい」と話していました。

義援金は県支部を通じて日本赤十字社へ届けられます。

３月１日c、地震により破損した市内小・中学校の備品を

寄贈するため、十日町北ロータリークラブ（ＲＣ）の村山隆

夫会長など３人が市役所を訪れ、滝沢市長に目録を手渡しま

した。台湾・台中市のＲＣが東京都の町田ＲＣを通じて寄付

した教材購入費に、十日町北ＲＣが金額を上乗せして各校か

ら希望のあったテレビなど多くの備品を購入したものです。

村山会長は「有効に活用してほしい」と話していました。

また、新小学１年生を交通事故から守ろうと、十日町地区

交通安全協会（児玉昭一郎会長）が２月21日b、教育委員

会にランドセルカバー約360枚を寄贈しました。

川
治
地
区
振
興
会
（
村
山
幸
夫
会
長
）
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
ス
テ
ー

ジ
用
の
照
明
や
音
響
機
材
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
7
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
の
た

め
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
に
助
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

川
治
地
区
振
興
会
で
は
、
毎
年
妻
有
神
社
で

行
わ
れ
る
奉
納
演
芸
大
会
や
地
域
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
用
機
材
を
活
用

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
10
回
市
民
書
初
大
会
が
２
月
28
日
a
に
ク

ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
や
中
学
生
を
中

心
に
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

岡
村
喜
市
書
道
協
会
長
が
「
元
気
い
っ
ぱ
い

に
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

参
加
者
は
手
本
を
見
な
が
ら
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
後
に

全
国
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝

を
込
め
て
、
寄
せ
書
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
の
文
字
が
大
き
な

枠
で
書
か
れ
た
中
に
、
参
加
者
全
員
が
た
く
さ

ん
の
感
謝
の
言
葉
を
書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

スポーツによるまちづくりとは？

感謝の気持ちと復興願い、スマトラへ 市内小・中学校へ備品を寄贈

ス
テ
ー
ジ
用
機
材
を
購
入

感
謝
を
込
め
て
市
民
書
初
大
会

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（1757─3111内線213）へ、お気軽
にお寄せください。

～　国体・高校選抜スキー競技の結果　～

強いぞZ十日町人
第60回国民体育大会冬季大会スキー競技会（２月22日

C～25日F）が岩手県安
あ

代
しろ

町で、全国高校選抜スキー大

会（２月26日G～28日B）が秋田県鹿
か

角
づの

市で開催されま

した。大活躍した十日町勢の入賞者をお知らせします。

※入賞者敬称略、○の中の数字は順位

【第60回国民体育大会冬季大会スキー競技会】＜クロ

スカントリー＞▼少年女子５㎞クラシカル＝①丸山智
ち

恵
え

（十日町総合高３年）▼成年男子Ａ10㎞クラシカ

ル＝⑥野上幸
たか

寿
ひさ

（早稲田大、十日町高出）▼成年男子

Ｃ５㎞クラシカル＝⑤佐藤昭則（十日町地域消防本部）

▼少年男子4×10㎞リレー＝②新潟県（１走・村山健

吾）▼成年男子4×10㎞リレー＝②新潟県（１走・井

川純一、３走・野上幸寿）▼女子４×５㎞リレー＝③

新潟県（４走・丸山智恵）

【全国高校選抜スキー大会】＜クロスカントリー＞▼男

子10㎞クラシカル＝⑩村山健吾（十日町総合３年）▼

丸山智恵選手　国体と選抜も制覇
男子15㎞フリー＝⑤村山健吾▼女子５㎞クラシカル＝

③丸山智恵（十日町総合３年）▼女子10㎞フリー＝①

丸山智恵③小林由貴（十日町３年）

３月19日gからフィンランド・ロバ二エミで開催され

るノルディックスキーのジュニア世界選手権大会（クロ

スカントリー競技）の日本代表選手（男子５人・女子２

人）に、市内から井川純一選手（日本大１年、下条中出）

と丸山智恵選手（十日町総合高３年）の２人が選出され

ました。十日町市としては、男子では５人目、女子では

２人目のジュニア日本代表となります。日本代表として、

世界へ大きく羽ばたいてください！

井川純一選手・丸山智恵選手
ジュニア日本代表決定Z

強いぞZ十日町人
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結
核
を
発
病
す
る
人
の
割
合
が
、

戦
後
の
若
年
者
中
心
か
ら
近
年
は
高

齢
者
中
心
に
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
結
核
予
防
法
が
改

正
さ
れ
、
17
年
４
月
か
ら
は
定
期
健

康
診
断
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。

十
日
町
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
住
民

健
診
で
16
歳
以
上
の
人
に
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
は
対
象
年
齢
を
40
歳

以
上
に
変
更
し
ま
す
。

16
年
12
月
末
現
在
、
市
内
に
は
５

人
の
結
核
患
者
が
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
３
人
が
39
歳
以
下
の
人
で
す
。

若
い
年
代
が
結
核
に
か
か
る
理
由
と

し
て
、
結
核
菌
に
感
染
し
た
経
験
が

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
や
不
規
則
な
生

活
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
39
歳
以
下
の
結
核
を
発

見
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

結
核
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

次
の
症
状
が
続
く
場
合
は
風
邪
と

思
い
込
ま
ず
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で

み
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
せ
き
・
た
ん
・
発
熱
・
血
た
ん
・

胸
の
痛
み
・
息
苦
し
さ
な
ど
が
２

週
間
以
上
続
く

②
食
欲
不
振
、
体
重
減
少
、
だ
る
さ

な
ど

全
国
的
に
結
核
は
高
齢
者
に
多
い

病
気
で
す
。
定
期
的
に
病
院
に
か
か

っ
て
い
る
人
で
も
、
年
に
一
度
は
胸

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
結
核
！

十
日
町
市
の
現
状

胸
の
健
康
診
断
も

忘
れ
ず
に
！

早
期
発
見
・
治
療
が
大
切
！

市の年齢別結核患者数

むらやま　みつきちゃん　平成14年3月19日生まれ　　野田

ち
ゃ
ん

34

村
山
　
光
希
　

戦いごっこが大好き。でもお兄ちゃんにはかなわないんだ。節分のときに

保育園におにが来て、ぼくはこわくて泣いちゃったよ。ぼくの家にはおばあ

ちゃんが２人もいるんだよ。ジャッキーばばとヨイばばって呼んでるんだ。

総　数

０～19歳

20～39歳

40～59歳

60歳以上

12年

14

0

3

2

9

13年

13

0

1

1

11

14年

9

0

2

1

6

15年

5

0

2

0

3

16年

5

0

3

0

2

開
業
の
と
き
に
駅
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
雨
模
様
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
コ
ン
コ
ー
ス
の
中
ま
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
大
勢
の
人
が
つ
め
か

け
ま
し
た
。
昭
和
43
年
８
月
に
着
工
以
来
、

30
年
越
し
の
開
業
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
期
待

も
大
き
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

最
初
は
貨
物
専
用
の
計
画
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う

地
元
民
の
強
い
要
望
で
、
旅
客
用
に
デ
ィ
ー

ゼ
ル
を
走
ら
せ
よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
平
成
元
年
に
広
規
格
化
を
し
て
、

時
速
１
６
０
キ
ロ
の
特
急
を
走
ら
せ
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
松
代
方
面
へ
の
鉄
道
は
な
か

っ
た
の
で
、
開
業
に
よ
っ
て
違
う
方
向
に
も

交
流
の
輪
が
広
が
り
、
金
沢
方
面
へ
出
か
け

る
人
も
増
え
ま
し
た
。
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
格
段
に
良
く
な
り
、
泊
ま
り
の
出
張
も
日

帰
り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。
松
之
山

温
泉
の
お
か
み
さ
ん
が
「
冬
の
湯
沢
へ
の
送

迎
は
、
戻
っ
て
く
る
ま
で
心
配
で
し
た
が
、

今
は
ま
つ
だ
い
駅
ま
で
で
済
む
の
で
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
通
学

範
囲
が
広
が
り
、
学
校
の
選
択
肢
が
増
え
た

こ
と
も
よ
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ん
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、安
全
と
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に「
ほ

く
ほ
く
線
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

る
会
社
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
繁
栄
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
ら
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
看
護
士
を

目
指
し
て
、
埼
玉
県
の
看
護
学
校
に
進
み
ま

し
た
。
そ
の
ま
ま
向
こ
う
で
看
護
士
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
３
月
に
こ
ち
ら

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
十
日
町
は
人
の
心
が

穏
や
か
で
、
方
言
に
温
か
み
を
感
じ
ま
す
。

現
在
、
４
階
の
整
形
外
科
病
棟
で
働
い
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿

に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
懸
命
に

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
て
も
、
私
に
は
た
だ
応

援
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん

が
元
気
に
退
院
し
て
い
く
こ
と
が
、
一
番
う

れ
し
い
で
す
ね
。

自
然
が
大
好
き
、
運
転
も
好
き
な
の
で
、

よ
く
友
だ
ち
と
愛
車
に
乗
っ
て

ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
す
。
も

う
す
ぐ
春
な
の
で
、
お
花
見
に

行
き
た
い
で
す
ね
。

去
年
の
６
月
か
ら
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
何
と
か

練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
雪

ま
つ
り
で
も
踊
り
ま
し
た
。
踊

っ
て
い
る
と
き
は
、
と
に
か
く

楽
し
い
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ
ん
と
出

会
い
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
患
者
さ
ん
に

元
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
看
護
士
で
い
た

い
で
す
。

小野塚織衣さん
1974年生まれ

県立十日町病院勤務

ほ
く
ほ
く
線
開
業

平
成
９
年
３
月
22
日
G
、
沿
線
の
夢
と
期
待
を
乗
せ
て

「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
業
し
ま
し
た
。

平
成
9
年
3
月
25
日
　
市
報
第
２
５
７
号
よ
り

患
者
さ
ん
に
元
気
を
与
え
た
い
で
す

青
春

リ
レ
ー

前月の滝澤宏久さんからバトンタッチ119

大渕　玉男さん
（北越急行㈱十日町駅駅長・59歳）

10
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

全
国
屈
指
の
成
功
事
例
、
東
頸
城

の
越
後
田
舎
体
験
事
業
の
成
功
の
秘

け
つ
を
探
り
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月

21
日
（
振
替
休
日
）
午
後
２
時
〜
●

会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
無
料

●
講
師
＝
藤
澤
安
良
氏
●
演
題
＝
体

験
型
観
光
と
地
域
活
性
・
ほ
ん
も
の

の
体
験
が
必
要
な
時
代
●
問
合
せ
＝

観
光
交
流
課
リ
ゾ
ー
ト
交
流
係
（
1

７
５
７
│
３
１
０
０
）

産
地
を
確
立
し
た
ブ
ラ
ン
ド
明
石

ち
ぢ
み
の
昭
和
の
名
品
を
、
時
代
を

思
い
出
す
昭
和
初
期
の
民
具
と
と
も

に
展
示
し
ま
す
。
●
期
間
＝
３
月
29

日
c
ま
で
※
水
曜
日
定
休
●
時
間
＝

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
●
会
場
＝
キ

ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館
●
入
館
料
＝

大
人
３
０
０
円
、
中
学
生
１
０
０
円
、

小
学
生
以
下
無
料
●
問
合
せ
＝
キ
ナ

ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
４
月
９
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
●
参
加
費
＝
１
、
５
０
０

円
※
運
賃
・
昼
食
代
・
保
険
料
●
定
員

＝
先
着
50
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

３
月
25
日
f
ま
で
に
、
ほ
く
ほ
く
線

沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
（
観
光

交
流
課
内
1
７
５
７
│
３
１
０
０
）

新
入
社
員
に
必
要
な
基
礎
知
識
や

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
を
、
実
習
を

交
え
て
研
修
し
ま
す
。
●
日
時
＝
４

月
12
日
c
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
受
講

料
＝
２
、
０
０
０
円
（
非
会
員
４
、

０
０
０
円
）
※
昼
食
代
・
資
料
代
含

む
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
４
月
５
日

c
ま
で
に
、
十
日
町
商
工
会
議
所

（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

大
雪
の
た
め
延
期
に
な
っ
て
い
た

演
劇
祭
り
で
す
。
●
日
時
＝
３
月
19

日
g
午
後
２
時
〜
４
時
15
分
●
会
場

＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
出

演
＝
塩
沢
商
工
高
校
・
小
出
高
校
、

十
日
町
高
校
●
問
合
せ
＝
市
演
劇
協

会
・
根
津
（
1
７
５
２
│
５
１
７
７
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
が
健
康
づ

く
り
や
体
力
づ
く
り
の
疑
問
な
ど
に

答
え
ま
す
。
会
員
以
外
の
人
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
３
月
25
日

f
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分
、
６

時
〜
７
時
●
会
場
＝
総
合
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
●
指
導
士
＝
新
潟
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
住

安
勉
氏
●
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）

十
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
十

日
町
中
学
校
併
設
）
の
セ
ン
タ
ー
長

１
人
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資
格

＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
能
が
堪
能
で
人

事
管
理
経
験
が
あ
る
人
●
勤
務
形
態

＝
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
月
〜
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
15

分
の
間
の
６
時
間
●
勤
務
内
容
＝
業

務
の
全
体
管
理
、
会
計
、
衛
生
指
導
、

施
設
管
理
な
ど
●
報
酬
＝
月
給
１
６

８
、
３
０
０
円
●
試
験
期
日
・
会
場

＝
３
月
22
日
c
・
公
民
館
本
館
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
18
日
f
ま
で

に
、
履
歴
書
を
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
（
内
線
３
１
２
）
へ
提
出

４
月
１
日
付
け
採
用
の
市
社
会
福

祉
協
議
会
十
日
町
支
所
長
（
嘱
託
職

員
）
１
人
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

資
格
＝
合
併
５
市
町
村
に
居
住
し
通

勤
可
能
な
人
で
、
採
用
日
現
在
57
歳

〜
62
歳
の
人
●
試
験
＝
書
類
審
査
・

面
接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
履
歴
書

と
自
己
Ｐ
Ｒ
文（
２
０
０
字
以
内
）を

３
月
18
日
f
（
必
着
）
ま
で
に
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
９
４
８
│
０

０
８
５
西
寺
町
1
７
５
０
│
５
０
１

０
）
へ
提
出

介
護
職
員
１
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
＝
自
動
車
運
転
免
許
を

有
し
、
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ
ル
パ

ー
２
級
以
上
の
人
●
勤
務
場
所
＝
三

好
園
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
19

日
g
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書
を

三
好
園
（
〒
９
４
９
│
８
６
０
３
下

条
３
│
４
８
５
│
１
1
７
５
６
│
２

１
０
６
）
へ
提
出

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理
由

で
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
の
が
困

難
（
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯
）

な
児
童
・
生
徒
に
就
学
援
助
費
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
（
内
線
３
１
２
）

県
で
は
、
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
犯
罪
が
発
生
し
に
く
い
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
づ

く
り
に
つ
い
て
、
県
民
電
子
会
議
室

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
県
庁
県
民
生
活
課
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
班
（
1
０
２
５

│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

例
年
、
４
月
後
半
に
お
届
け
し
て

い
た
前
年
度
分
の
市
税
・
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
保
育
料
な

ど
を
ま
と
め
た
「
口
座
振
替
済
の
お

知
ら
せ
」
は
、
16
年
度
分
か
ら
廃
止

し
ま
す
。
16
年
度
分
が
必
要
な
人
は

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
今
後
は
預
貯

金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
管
理

収
納
係
（
内
線
１
１
５
）

●
対
象
＝
①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
り
壊
し
た
人
②
未
登
記
家
屋

（
法
務
局
に
登
記
し
て
い
な
い
建
物
）

で
、
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
で
異

動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
●
問
合
せ
＝

税
務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
１
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
通
常
の
現
金
払
い

よ
り
３
、
４
２
０
円
、
前
納
の
現
金

払
い
よ
り
５
３
０
円
割
引
と
な
り
ま

す
。
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
社
会

保
険
事
務
所
で
の
登
録
が
３
月
31
日

e
ま
で
に
完
了
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
早
め
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
月
々
の

口
座
振
替
に
早
割
制
度
（
当
　
月
保

険
料
の
当
月
引
落
し
）
が
で
き
ま
し

た
。
通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
落
し
）
よ
り
40
円
割

引
と
な
り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
新
潟

社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所

（
1
０
２
５
│
７
７
０
│
２
２
１
１
）

●
廃
止
電
話
番
号
＝
1
７
５
２
│
３

１
０
７
●
問
合
せ
＝
東
北
電
力
7
十

日
町
営
業
所
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
1

７
５
２
│
１
９
８
７
）

●
日
時
＝
３
月
20
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
●
会
場
＝
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た
（
1
０

２
５
│
２
２
８
│
１
７
２
７
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

２
月
25
日
号
裏
表
紙
、
定
例
行
政

相
談
の
期
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
11
日
f
で
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
無
料
相
談
会

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

明
石
ち
ぢ
み
展

新
入
社
員

実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

就
学
援
助
制
度

ほ
く
ほ
く
線
で
行
く

高
田
城
親
子
観
桜
会

第
３
回
妻
有
演
劇
祭
り

市
社
会
福
祉
協
議
会

十
日
町
支
所
長
募
集

●地域福祉基金へ＝太田徹（北鐙坂３・50,000円）

●情報館へ＝高橋一郎（城之古１）青木京子（千

代田町）池田正巳（高田町３南）斉藤敏明（大

黒沢１）佐野涼子（美雪町１・２）やまな会

●博物館へ＝樋口源一（稲荷町３本通り）小宮山

清（北原）大津久（魚之田川）

寄付ありがとう
２月25日届出分まで（敬称略）

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ ＵＴ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ

十
日
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
長
募
集

十
日
町
寿
福
祉
会

準
職
員
募
集

●問合せ＝新潟社会保険事務局六日町事務所
1025－770－2211

●対象者

国民年金に任意加入していなかった期間内に初診日

があり、現在、障害基礎年金１、２級相当の障害に該

当する①平成３年３月以前の国民年金任意加入対象者

であった学生②昭和61年３月以前の国民年金任意加

入対象であった被用者（厚生年金、共済組合などの加

入者）の配偶者

●支給月額

１級：５万円、２級：４万円

※支払いは年６回（偶数月）です。所得や年金受給状

況によって支給制限となる場合があります。

●注意事項

給付金は、請求のあった月の翌月分から支給します。

請求が遅れた場合、さかのぼっての支給はできません。

また、障害認定事務は時間がかかる場合があります。

国民年金制度の発展過程で生じた特別な事情

により、障害基礎年金などを受給していない障

害者への福祉的措置として、４月１日から特別

障害給付金制度が創設されます。

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

代
表
電
話
番
号
廃
止

●問合せ＝介護保険課介護保険係（内線162）

介護保険の新しい保険証を３月下旬に送付します。

新しい保険証は薄い桃色、有効期限は平成24年３月

31日までです。今までの保険証は各自で廃棄してく

ださい。合併しても保険証の番号は変わりません。

口
座
振
替
済
の
お
知
ら
せ

を
廃
止
し
ま
す

口
座
振
替
割
引
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
電
子
会
議
室

（福）

●交付額

利用者の世帯が市民税課税の場合、紙おむつ等給付

券を3,000円分交付します。市民税非課税世帯は、従

来どおり6,000円分の交付となります。

●交付方法

従来から利用している人は、３か月ごと（３、６、

９、12月末）に３か月分を交付します。４月以降に

申請する人は、申請書類を審査し、該当する人が翌月

から利用できるように送付します。

●利用できる店

従来の紙おむつ等取扱店のほか、合併する町村の取

扱店でも利用できます。

●利用にあたって

必要枚数を購入し、利用してください。ただし、介

護保険施設（特養老人ホーム、介護老人保健施設など）

に入所中は利用できません。

介護保険の新しい保険証

紙おむつ等給付券の交付基準が
４月から変わります

特別障害給付金
４月から始まります

観
光
・
交
流
事
業
講
演
会

家
屋
の
取
り
壊
し
や
異
動
（
相

続
・
売
買
な
ど
）
は
手
続
き
を

相
続
・
遺
言
・
介
護
・
福

祉
無
料
相
談
会
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●
合
併
協
議
が
す
べ
て
終
了
し
、
新
市
誕

生
が
い
よ
い
よ
目
前
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

松
之
山
町
で
行
わ
れ
た
協
議
の
終
了
後
、

各
委
員
か
ら
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
感
想
と

新
市
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
新

市
で
は
地
域
エ
ゴ
を
な
く
し
融
和
に
努
め

て
ほ
し
い
こ
と
や
、
新
市
建
設
計
画
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
発
言
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
委
員
は

「
50
年
前
の
昭
和
の
合
併
と
比
べ
た
ら
、

協
議
は
き
わ
め
て
紳
士
的
に
行
わ
れ
た
」

と
述
べ
て
印
象
的
で
し
た
。
待
ち
わ
び
た

春
の
訪
れ
、
そ
し
て
新
市
誕
生
は
も
う
す

ぐ
で
す
。

（
春
）

●
久
し
ぶ
り
に
行
き
ま
し
た
、
川
治
の
サ

ン
ヨ
。
子
ど
も
の
と
き
に
参
加
し
て
以
来

で
す
。
札
を
ま
い
て
い
た
じ
い
ち
ゃ
ん
に

声
を
か
け
ら
れ
、
う
れ
し
い
や
ら
は
ず
か

し
い
や
ら
。現
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

当
時
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
昔

は
（
今
も
？
）
体
格
が
よ
く
、
近
く
に
札

を
ま
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
少
年
。
と
こ

ろ
が
最
後
に
「
金
杯
」
の
札
を
手
に
し
て

周
り
は
大
喜
び
。
し
か
し
、
当
の
本
人
は

キ
ン
パ
イ
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
お
金
だ

と
思
っ
て
い
た
の
で
が
っ
か
り
。
子
ど
も

の
こ
ろ
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
時
が

経
っ
て
も
、
合
併
し
て
も
、
地
域
行
事
が

続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
玉
）

■人　口　42,658人（－42） 男　20,865人（－28） 女　21,793人（－14）
■世帯数　13,329世帯（－6） 2月末現在（ ）は前月からの増減市民の動き

35

この梵
ぼん

字
じ

碑
ひ

は、大黒沢と小黒沢の間にある水田の畦
あぜ

に立っています。梵字碑とは、自然石に梵

字（サンスクリット文字）を刻んだ板
いた

碑
び

の一種で、死者の鎮魂供養のために建てられたものです。

碑は、高さ86㎝、幅42㎝、厚さ25㎝の安
あん

山
ざん

岩
がん

の自然石で、碑面の上部にはキリーク（弥
み

陀
だ

）、

サ（観音）、サク（勢至）の阿
あ

弥
み

陀
だ

三
さん

尊
ぞん

を表す種
しゅ

字
じ

、その下に「正
しょう

平
へい

八年八月十七日、施主敬白」

の銘
めい

文
ぶん

が刻まれています。正平八（1353）年は、南北朝時代に大井田氏など妻有の越後南朝が

活躍した時代の年号です。また、碑の下からは火葬骨が入った骨蔵器（珠
す

洲
ず

焼
やき

壺
つぼ

）が発見され、

屈強な壮年男子と熟年男子の２体分の人骨と鑑定されています。

人骨の主は、大井田氏の流れをくむ羽
はね

川
がわ

氏の武将であると推定されています。正平七年の夏に

大井田氏や羽川氏など妻有の南朝勢力は長岡の蔵王堂や南蒲原郡大面庄まで進出して北朝軍と戦

っており、そのときに戦死した羽川氏の一族を供養するために、一周忌にあたる正平八年にこの

梵字碑を建てたとする説が有力です。 （文化財課）
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■
編
集
/企
画
人
事
課
広
報
広
聴
係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

編

集

後

記


